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予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の

方
針
と
目
玉
的
な
事
業
は

何
か
。

災
害
時
や
感
染
症
等
に
お

け
る
業
務
継
続
計
画
の
状

況
は
。

歳
入
面
に
お
い
て
一
般
財

源
の
増
収
を
図
る
た
め
の

対
策
は

開
館
し
て
30
年
。
町
の
歴

史
や
文
化
を
守
り
、
発
展

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町

の
宝
で
あ
る
。
町
内
外
か
ら
の
来

館
者
が
多
く
あ
る
が
、
館
内
ト
イ

レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
早
急
に
改
修

す
べ
き
で
あ
る
。
一
階
職
員
ト
イ

レ
は
故
障
し
て
長
く
使
用
し
て
い

全
国
の
自
治
体
で
急
増
し

て
い
る
小
中
学
生
の
不
登

校
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
国
、
県
が
後
押
し
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
取
り
組

社
会
教
育
、
学
校
教
育
の

分
野
に
お
い
て
個
人
・
団

体
を
表
彰
し
、
関
係
者
が
取
り
組

み
に
学
び
共
有
す
る
こ
と
で
更
な

る
愛
荘
の
教
育
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
思
う
。今
後
の
取
り
組
み
は
。

  

総
合
計
画
に
掲
げ
る
重
点
戦
略

で
あ
る「
ひ
と
づ
く
り
」「
し
ご
と

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
必
要
な
予
算

に
加
え
て
、
新
し
い
資
本
主
義
の

加
速
に
つ
な
が
る
人
へ
の
投
資
、

社
会
構
造
と
価
値
観
が
変
容
す
る

な
か
、
未
来
を
展
望
で
き
る
具
体

的
な
取
り
組
み
に
対
し
措
置
す
る

予
算
と
す
る
。

　

大
規
模
地
震
発
生
時
や
新
た
な

感
染
症
等
の
緊
急
非
常
事
態
に
お

い
て
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
り
、
生
活
お
よ
び
社
会
経
済

活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
と
と
も
に
行
政
機
能
が
低
下
す

る
状
況
に
あ
っ
て
も
業
務
を
継
続

し
、
で
き
る
限
り
早
急
に
通
常
レ

ベ
ル
に
復
旧
さ
せ
る
よ
う
策
定
し
、

さ
ら
に
、
町
が
別
途
定
め
て
い
る

「
地
域
防
災
計
画
」
や「
職
員
災
害

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
の
整
合
を

図
り
、
優
先
度
の
高
い
災
害
対
策

業
務
や
通
常
業
務
を
定
め
、
発
災

直
後
か
ら
体
制
整
備
を
図
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
、
増
収
対
策

の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
、
中
間

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
寄
付

額
の
増
額
を
図
り
財
源
確
保
す

る
。

　

不
登
校
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場

合
は
、
組
織
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

基
づ
く
対
応
を
進
め
る
。
多
様
な

学
び
の
場
の
提
供
と
し
て
、
各
学

校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
た
別
室

で
の
学
習
や
、町
支
援
ル
ー
ム「
フ

レ
ン
ズ
愛
荘
」
で
の
学
習
等
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
広

げ
て
い
く
。

　

教
育
行
政
方
針
に
掲
げ
る
基
本

方
針「
人
が
輝
き 

人
が
育
つ 

未

来
を
拓
く 

愛
荘
の
教
育
」
を
具

現
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
開
催
し
た
。
社
学
連

携
・
協
働
に
よ
る
時
代
を
担
う
人

材
育
成
の
場
と
し
て
、
次
年
度
以

降
も
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

平
成
６
年
の
開
館
以
来
、
建
物

の
改
修
工
事
等
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
施
設
の
修
繕
が
必
要
な
箇
所

も
出
て
き
て
い
る
。
大
切
な
文
化

財
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
全
体
の
大
規
模
改
修
の
な
か

で
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
収
蔵
庫

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

（
町
長
）

（
く
ら
し
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全
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境
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育
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問

問

問

問

問

問

答

答

答

答答

答

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

予
算
編
成
に
取
り
組
ま
れ

た
重
点
施
策

業
務
継
続
計
画
の
状
況

歴
史
文
化
博
物
館
の
ト
イ
レ

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

　
　
　
　
居
場
所
づ
く
り

愛
荘
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　

 

ア
ワ
ー
ド
開
催

重点施策と新規事業。
また国スポ・障スポ対策は

Q

令和 6年度
一般会計予算案の編成

効率的・効果的な行財政運営に
一層努める

A 村田　定村田　定 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

築30年の歴史文化博物館

改良が待たれる
町道長野・野良田線（高畑）地先交差点
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令
和
５
年
３
月
か
ら
今
日

ま
で
、
町
が
発
注
し
た
入

札
執
行
に
際
し
、
設
計
違
算
等
が

判
明
し
た
入
札
内
容
の
説
明
を
求

め
る
。
ま
た
、
設
計
違
算
を
し
た

要
因
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

地
球
規
模
で
は
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り
大

雪
、
大
雨
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
主
要
道
路
の
除
雪
は

除
雪
業
者
な
ど
に
委
託
さ
れ
て
行

平
成
30
年
10
月
、
町
道
長

野
・
野
良
田
線
川
原
（
高

畑
）
地
先
の
交
差
点
に
信
号
機
の

８
号
線
以
西
の
地
域
に

は
、
安
心
と
安
全
な
住
民

の
暮
ら
し
を
担
保
す
る
駐
在
所
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。　

　
こ
の
こ
と
は
地
域
住
民
に
と
っ

て
不
安
で
た
ま
ら
な
い
。
ま
た
、

高
齢
者
家
庭
に
お
け
る
大
き
な
不

安
も
推
し
て
知
る
べ
し
と
考
え
る
。

　

入
札
参
加
業
者
様
へ
配
布
す
べ

き
仕
様
書
図
面
等
の
添
付
誤
り
、

設
計
図
書
に
お
け
る
資
材
単
価
の

計
上
ミ
ス
や
積
算
す
る
上
で
計
上

す
べ
き
費
用
の
積
み
上
げ
が
漏
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
で
、
入
札
公
告

を
し
て
か
ら
入
札
執
行
前
に
判
明

し
た
案
件
が
４
件
、
入
札
執
行
後

の
案
件
が
３
件
の
合
計
７
件
あ
る
。

　

設
計
違
算
の
要
因
は
、
転
記
誤

り
や
添
付
図
面
等
の
書
類
の
枚
数

誤
り
な
ど
の
不
注
意
、
設
計
者
は

じ
め
関
係
職
員
の
確
認
不
足
、
ま

た
チ
ェ
ッ
ク
が
十
分
に
機
能
し
な

か
っ
た
点
な
ど
が
あ
る
。

　

主
要
道
路
の
除
雪
は
、
町
内
建

設
業
者
や
自
治
会
の
皆
様
な
ど
関

係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
に
出
動
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

主
要
道
路
以
外
の
生
活
道
路
の

除
雪
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
住
民

の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
除
雪
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
町
内

全
て
の
道
路
が
除
雪
で
き
て
い
る

状
況
で
は
な
い
。
全
て
の
道
路
を

町
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

今
後
も
皆
様
と
協
力
し
除
雪
を
行

い
た
い
。

　

交
番
・
駐
在
所
の
設
置
は
、
交

番
・
駐
在
所
の
設
置
基
準
で
あ
る

地
域
警
察
運
営
規
則
第
15
条
に
基

づ
き
、
昼
夜
の
人
口
、
世
帯
、
事

業
者
数
、
事
件
・
事
故
の
発
生
状

況
、
社
会
情
勢
や
交
通
環
境
の
変

化
、
夜
間
体
制
の
必
要
性
等
を
総

合
的
に
検
討
し
、
機
動
的
か
つ
合

理
的
に
運
用
で
き
る
体
制
と
な
る

よ
う
県
下
全
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
適
切
な
設
置
に
努
め
て
い

る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
国
道
８
号
以

西
に
お
け
る
駐
在
所
設
置
に
関
し

て
県
警
本
部
の
考
え
方
や
主
体
的

な
取
り
組
み
方
針
は
あ
る
が
、
引

き
続
き
地
域
の
声
を
伝
え
て
い
く

と
共
に
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
町
が
で
き

る
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め

る
。

　

町
道
長
野
・
野
良
田
線
と
町
道

高
畑
・
山
川
原
線
が
交
わ
る
川
原

地
先
の
交
差
点
の
図
面
は
、
作
成

し
た
図
面
を
基
に
し
て
公
安
委
員

会
へ
交
差
点
改
築
に
関
す
る
意
見

聴
取
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

今
後
、
作
成
し
た
計
画
図
面
に

よ
り
、
さ
ら
に
地
権
者
や
関
係
者

に
意
見
を
伺
い
、
詳
細
設
計
に
反

映
し
、
最
終
の
図
面
が
完
成
す
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

問

答

答

答

答

中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

西部地域に駐在所を設置すべき
町長の見解は

Q

西部地域（８号線以西）
住民の安心と安全を

A 社会治安情勢や交通環境等を総合的に
検討し、適切な設置に努める

公
平
公
正
か
つ

適
切
な
入
札
執
行

地
球
温
暖
化
に
よ
る
大
雪
・

大
雨
対
策
の
適
切
な
見
直
し

西
部
地
域
に
お
け
る

　
　
　
　
駐
在
所
の
設
置

町
道
長
野・野
良
田
線（
高

畑
）
地
先
交
差
点
改
良

録画配信はこちら録画配信はこちら

わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
字
に
お
い

て
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
地

域
事
情
か
ら
生
活
道
路
の
除
雪
を

字
内
住
民
の
協
力
だ
け
で
は
で
き

な
い
現
状
も
見
受
け
ら
れ
る
。
町

内
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

み
が
期
待
で
き
る
。
本
町
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

な
い
状
態
で
外
側
の
ト
イ
レ
と
一

体
的
に
し
て
、
収
蔵
庫
が
不
足
し

て
い
る
の
で
改
修
し
利
便
性
を
求

め
る
。

８
号
線
以
西
の
地
域
住
民
の
安
心

と
安
全
を
担
保
す
る
た
め
に
、
以

西
地
域
に
駐
在
所
を
設
置
す
べ
き

と
強
く
思
っ
て
い
る
が
、
町
の
見

解
を
求
め
る
。

設
置
を
８
号
線
以
西
自
治
会
住
民

の
署
名
も
添
え
て
陳
情
し
町
役
場

に
強
く
働
き
か
け
て
き
た
。
し
か

し
、
信
号
機
の
設
置
は
極
め
て
難

し
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
交
差
点

改
良
で
考
え
た
ら
ど
う
か
と
い
う

方
向
性
が
行
政
か
ら
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
昨
年
12
月
議
会
で
、
川

原
地
先
の
交
差
点
改
良
の
詳
細
設

計
を
発
注
し
た
と
の
報
告
は
確
認

し
た
。
そ
の
後
、
安
全
な
交
差
点

形
状
と
な
る
よ
う
な
図
面
作
成
は

ど
の
程
度
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か

報
告
を
求
め
る
。
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